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え
た
う
え
、
終
息
の
見
通
し
が
全
く
立
っ

て
お
ら
ず
長
期
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま

す
。
連
日
報
道
に
て
注
目
さ
れ
て
い
る
イ

タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
囲
ま
れ

て
い
る
ス
イ
ス
で
も
感
染
者
数
が
激
増
し

て
お
り
、
４
月
３
日
午
前
現
在
、
感
染

者
数
は
1
万
8
9
0
2
人
、
死
亡
者
数

は
5
3
6
人
に
達
し
、
ス
イ
ス
保
健
庁

は﹁
増
加
幅
は
以
前
ほ
ど
急
で
な
く
な
っ

た
も
の
の
、
感
染
の
ピ
ー
ク
に
は
ま
だ

達
し
て
い
な
い
﹂と
の
声
明
を
発
表
し
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ス
イ
ス
は
1
0
0
万

人
あ
た
り
感
染
者
数
が（
執
筆
時
点
で
）

約
2
0
0
0
人
と
イ
タ
リ
ア
よ
り
多

く
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
２
倍
以
上
と

深
刻
な
状
況
で
す
（
図
表
）。
し
か
し
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
周
辺
諸

国
が
外
出
禁
止
令
を
実
施
し
て
い
る
な

か
、
ス
イ
ス
で
は
不
要
不
急
の
外
出
を

自
粛
す
る
よ
う
求
め
る
﹁
勧
告
﹂
に
留

め
て
い
る
ほ
か
、
政
府
に
よ
る
緊
急
経

済
対
策
の
規
模
も
周
辺
諸
国
に
比
べ
て

大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
稿
で
は
、
ス
イ

ス
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策

と
経
済
・
雇
用
対
策
な
ど
の
特
徴
を
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
イ
ス
式
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

　

2
0
2
0
年
３
月
20
日
、
連
邦
政
府
は

感
染
症
法
第
7
条
に
基
づ
く
﹁
異
常
な
状

況
﹂
を
適
用
し
た
措
置
と
し
て
（
執
筆
時

点
で
は
）
４
月
19
日
ま
で
、
学
校
の
一
斉

休
校
、
国
内
の
バ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
・
文
化
施
設
の
営
業
停
止
、

不
要
不
急
の
外
出
（
テ
レ
ワ
ー
ク
が
で
き

な
い
従
業
員
の
通
勤
や
医
者
の
受
診
や

ス
ー
パ
ー
・
薬
局
で
の
買
い
物
以
外
の
外

出
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
重
症
化
し
や
す
い

65
歳
以
上
の
外
出
）
自
粛
、
公
園
・
広
場
・

遊
歩
道
な
ど
公
共
の
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る

6
人
以
上
の
集
ま
り
を
禁
止
（
違
反
し
た

場
合
は
1
人
に
付
き
1
0
0
フ
ラ
ン
、
約

1
万
１
千
円
の
罰
金
）、
互
い
に
2
メ
ー
ト

ス
イ
ス
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況

〜
ス
イ
ス
式
コ
ロ
ナ
対
策
と
は
〜

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛

威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
４
月
２
日
時
点

で
、
同
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
世
界
全
体
で

1
0
0
万
人
以
上
、
死
者
も
5
万
人
を
超

ル
以
上
の
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
シ

ン
グ
（
社
会
的
距
離
）﹂
を
保
つ
（
写
真
１
）

こ
と
を
柱
と
し
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
全
国

民
に
勧
告
し
ま
し
た
。
こ
の
措
置
は
あ
く

ま
で
も
﹁
勧
告
﹂
で
あ
り
、
周
辺
諸
国
の

よ
う
に
厳
し
い
罰
則
規
定
の
あ
る
﹁
外
出

禁
止
令
﹂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
で
外
出
す
る
際
に
は
、
外
出
理

由
を
記
し
た
文
書
を
携
行
を
怠
る
と
、
高

額
の
罰
金
を
科
さ
れ
る
。
実
際
に
フ
ラ
ン

ス
に
在
住
す
る
筆
者
の
元
同
僚
は
文
書
不

携
帯
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
と
こ
ろ

警
察
に
捕
ま
り
罰
金
を
取
ら
れ
た
。）

　

な
ぜ
ス
イ
ス
で
は
勧
告
な
の
か
、政
府
は

次
の
よ
う
な
理
由
を
挙
げ
て
い
ま
す
。﹁
政

府
の
決
定
が
厳
し
す
ぎ
る
と
し
て
人
々
が

あ
ま
り
順
守
し
て
い
な
い
、と
い
う
事
態
が

他
の
国
で
は
み
ら
れ
る
。
行
動
制
限
が
長

期
化
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
人
々
が
長
く

守
れ
る
ル
ー
ル
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

人
々
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
制
限
を
連
邦

内
閣
が
課
す
こ
と
は
な
い
。﹂（sw

issinfo

図表１：スイス近隣諸国における人口100万人あたり感染者数

資料：swissinfoウェブサイトより（2020年４月6日）
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対
す
る
意
識
の
高
さ
が
こ
う
し
た
こ
と
を

可
能
に
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

政
府
に
よ
る
経
済
・
雇
用
対
策

　

ス
イ
ス
連
邦
政
府
は
こ
れ
ま
で
（
執
筆

時
点
ま
で
に
）4
2
0
億
フ
ラ
ン（
約
４
兆 

６
千
億
円
）の
緊
急
経
済
対
策
を
発
表
し

て
い
ま
す
。
労
働
時
間
が
減
少
す
る
労
働

者
へ
の
賃
金
補
填
、
営
業
停
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
文
化
事
業
者
、
自
営
業
者
、

観
光
業
者
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
の
財
政
支

援
、
影
響
を
受
け
て
い
る
企
業
へ
の
無
利

子
融
資
、
そ
し
て
、
休
校
中
の
子
供
の
世

話
が
理
由
で
仕
事
が
で
き
な
い
親
に
対
す

る
収
入
の
80
％（
1
日
最
大
1
9
6
フ
ラ

ン
）
の
補
償
、
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
に
よ
り
隔

離
措
置
を
受
け
た
人
へ
の
補
償
（
最
大
10

日
分
）な
ど
で
す
。
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た

経
済
対
策
規
模
は
、
一
部
経
済
界
や
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
か
ら
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
財
政
出
動
が
必
要
だ
と
批
判
を
受
け
て

い
ま
す
が
、連
邦
政
府
が
３
月
20
日
の
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
勧
告
一
週
間
前
の
13
日
か
ら
同

対
策
の
骨
子
を
発
表
し
、
段
階
的
に
必
要

に
応
じ
て
早
め
の
追
加
対
策
を
打
ち
出
し

て
き
た
こ
と
は
、
国
民
の
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
も
と

も
と
社
会
保
険
制
度
、
特
に
失
業
保
険
が

充
実
し
て
い
る
ス
イ
ス
で
は
、
失
業
前
の

給
与
の
80
％
を
最
長
２
年
間
受
給
で
き
る

制
度
が
あ
る
た
め
、
個
々
の
労
働
者
や
世

記
事
よ
り
抜
粋
）
も
と
も
と
ル
ー
ル
を
順

守
し
、
互
い
に
尊
重
し
助
け
合
う
と
い
う

社
会
的
連
帯
が
国
民
に
根
付
い
て
い
る
ス

イ
ス
的
な
文
化
が
、
勧
告
で
も
十
分
で
あ

る
と
い
う
措
置
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
政
府
に
よ
る
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
勧
告
の
直
後
、
１
～
２
日
間

程
度
パ
ニ
ッ
ク
買
い
な
ど
の
現
象
が
起
こ

り
ま
し
た
が
す
ぐ
に
収
ま
り
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
の
秩
序
は
保
た
れ
て
い
ま
す
し
、

学
校
休
校
期
間
中
友
達
と
は
5
人
ま
で
な

ら
一
緒
に
遊
ん
で
も
よ
い
、
保
育
園
や
そ

の
他
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
事
業
継
続
で
き
る

な
ど
、（
州
に
よ
っ
て
独
自
規
制
の
違
い
が

あ
る
も
の
の
）
住
民
の
感
染
拡
大
防
止
に

情
報
提
供
し
、
実
際
に
影
響
を
受
け
て
い

る
組
合
員
へ
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
イ
ス
で
は
先
述
の
よ
う
に
、
不
要
不

急
の
外
出
自
粛
勧
告
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
対
象
は
高
齢
者
や
重

症
者
、
医
療
従
事
者
な
ど
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
他
の
症
状
が
あ
る
人
は
自
主

隔
離
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
法
律
に
よ
り

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
強
制
し
た
り
罰
則
規
定

を
設
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
本
に
類
似

し
て
い
る
こ
う
し
た
ス
イ
ス
の
事
例
が
、

今
後
長
い
期
間
つ
き
あ
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
参
考
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
労
働
組
合
の
役

割
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

帯
収
入
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
他
国
な

ど
で
み
ら
れ
る
一
律
現
金
給
付
の
よ
う
な

動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
組
合
の
対
応

　

ス
イ
ス
の
労
働
組
合
の
対
応
も
迅
速
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
に
加
盟
す
る
ス
イ
ス
最
大
産
別
組
合

U
N
I
A
は
３
月
20
日
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

直
後
か
ら
組
合
員
の
緊
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
開
設
し
た
ほ
か
、
４
か
国
語
の
特
別

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
政
府
が
発
行

し
た
16
カ
国
語
の
コ
ロ
ナ
関
連
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
、
一
時

帰
休
、
解
雇
な
ど
の
問
題
の
ほ
か
、
職
場

で
の
安
全
衛
生
の
あ
り
か
た
、通
勤
、出
張
、

育
児
・
保
育
な
ど
、労
働
者
、
組
合
員
が
行

使
で
き
る
権
利
や
制
度
を
わ
か
り
や
す
く

写真１：筆者自宅近くのスーパーで入場待ちする客。互いに 2 メートル以上の
「ソーシャル・ディスタンシング（社会的距離）」を保っている。（左）
スーパーのいたることに張られているポスター。（右）

写
真
２
：
自
主
感
染
予
防
手
順
の
ポ
ス
タ
ー
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
張
ら
れ
お
り
、
感
染
拡
大
防
止
に
む
け

た
住
民
意
識
の
向
上
を
促
す
。
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ま
つ
ざ
き
・
か
ん
　

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成
な

ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
家
族
同

伴
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）

に
赴
任
。
現
在
の
担
当
役
職
は
、
産
業
政
策
・
多

国
籍
企
業
政
策
グ
ル
ー
プ
の
造
船
・
船
舶
解
撤
／

I
C
T

・

電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
。


